
第３期中期目標期間における教育研究評価の見直しの視点
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評価方法の高度化
客観的データの更なる活用や学系（分野）ごとの標準化等

評価の効率化
４年目終了時評価の導入に伴う法人の作業負担の軽減
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第３期中期目標期間評価のスキーム（案）

中期目標の達成状況に関する評価 学部・研究科等の現況分析

教
育
研
究

教育

①教育内容及び教育の成果等

②教育の実施体制等

③学生への支援

④入学者選抜

研究

①研究水準及び研究の成果等

②研究実施体制等

社会との連携や社会貢献及び地域を志向した教育・研究

その他

①グローバル化

②産業競争力強化法の規定による出資等

業
務
運
営
・財
務
内
容
等

業務運営の改善及び効率化

財務内容の改善

自己点検・評価及び情報提供

その他業務運営

国立大学法人評価委員会からの要請に応じて、

大学改革支援・学位授与機構が評価

国立大学法人評価委員会が評定
評価委員会は、中期目標の達成状況の機構の
評価結果を尊重

活
用

分析項目

教
育

① 教育活動の状況

② 教育成果の状況

研
究

① 研究活動の状況

② 研究成果の状況

国立大学法人の中期目標の構成（例）
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学部・研究科等の現況分析の評価方法（案）

〈第３期学部・研究科等の現況分析 段階判定イメージ〉

分析項目 水準の判定

教
育

① 教育活動の状況

② 教育成果の状況

研
究

① 研究活動の状況

② 研究成果の状況

・各学部・研究科等の目的に照らして、取組や活動、

成果の状況がどの程度の水準にあるか

視点

第２期中期目標期間終了時点と評価時点の水準を勘案し、

質の向上の状況も含めて水準を判断

● 国立大学法人等から提出された学部・研究科等の現況調査表に基づき判定
● 評価に際しては、教育研究活動に関する各種データを活用
● 記載項目を設定することにより、現況調査表の記載内容について一定の標準化を図る
● 水準の判定の中で質の向上の状況も含めて評価
● 「学部・研究科等の目的に照らして、取組や活動、成果の状況がどの程度の水準にあるか」
という視点により評価

分析項目ごとに４段階で判定
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達成状況評価の評価方法（案）

● 国立大学法人等から提出された達成状況報告書に基づき判定
● 評価に際しては、学部・研究科等の現況分析結果を活用
● 「戦略性が高く意欲的な目標・計画」については、プロセスや内容等を考慮し評価
● 国立大学法人等が特に重視している中期目標・中期計画がある場合には、それを踏まえ
て評価
● 国立大学法人等ごとの具体的な中期目標が設定されている小項目による評価をより重視
した仕組みとするなど、中期計画、中期目標の各項目の段階判定数を変更

〈第３期中期目標の達成状況評価 段階判定イメージ〉

中期目標（大項目）

○大項目の判定
≪６段階≫

（中項目の平均値）

中期目標（中項目）中期計画

○中項目の判定
≪６段階≫

（小項目の平均値）

中期目標（小項目）

○小項目の判定
≪５段階≫

（中期計画の平均値）

※評価者が平均値から異
なる判定とすることも可

○中期計画の判定
≪３段階≫

順 次 判 定 を 積 み 上 げ て 評 価
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教育研究評価の実施内容（案）

活用

第２期

第３期＜４年目終了時（2020年度実施）＞

＜中期目標期間終了時（2022年度実施）＞

学部・研究科等の現況分析
（研究業績水準判定を含む）

中期目標の達成状況評価

中期目標の達成状況評価
（見込み）

＜中期目標期間終了時（2016年度実施）＞

学部・研究科等の現況分析
（研究業績水準判定を含む）

中期目標の達成状況評価

国立大学法人法の改正

活用
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４年目終了時評価の結果を踏まえ、文部科学大臣による「組織・業務全般の見直し」を実施


